




























直調、長短、軽重の別も存在する。1 声「̶」、2 声「／」、4 声「＼」は直調で、





上記の誤解答でわかるように、3 声と 2 声、4 声、及び 1 声と 2 声の混同がよ
く見受けられる。その原因として、各声調本来の長さや高さを十分に把握して
いない点にあると考えられる。
長さでいえば、長い 1 声と 3 声は短い 2 声と 4 声の倍の長さをキープする必
要がある。高さでみれば、2 声は日本語の疑問文の語尾の「か」、4 声は肯定の
返事をする場合に使う「はい」を連想すればイメージしやすい。その「か」と「は
い」を誇張された形ではっきり上げるか下げれば、中国語の 2 声と 4 声の音調
に近づくことができる。
また 4 つの声調のうち、特に 3 声は抑揚が必要とされるため、初心者はたい
てい苦労する。その抑揚は、ただ 3 声の標記「v」通りに単純に下がって上がる
・問題：発音を聞いて、声調記号をつけてみよう。








がり、しばらく低い 1 の調値で保ってから上がる。低く平らな 1 調値の部分が
見落とされやすいが、実際には 3 声の基調をなしている。
要するに、四つの声調の特徴として、1 声は十分な長さをキープし、2 声と 4













　正 q（ù）誤 q（ì）、正 k（ě）誤 k（ǔ）、正 f（ó）誤 f（ú）、正 n（ ）誤 n（ǐ）
　正 ch（ī）誤 ch（ū）、正 sh（í）誤 sh（ú）
・問題：音声を聞いて、聞いた単語に○をつけなさい。
　正 jìlù（记录）誤 jìl （纪律）
・問題：音声を聞いて、ピンインを書き取りなさい。
























i で笑い、u でろうそくを消し、ü で口笛を吹く。このようにイメージすれば、
各口型の微妙な違いも体得しやすくなるであろう。
（3）zi、ci、si、zhi、chi、shi の中の i
zi、ci、si、zhi、chi、shi の中の i は同じ「i」と表記されるが、実際には発音




chi、shi になる。日本語の su、zu、tsu と音や発音の仕方が近いため、その中
の母音「i」が「u」と間違われやすい。それを回避するため、ピンイン zi、ci、















iou、ia の i、または uai、uo の u、または ou の o が抜けている。ほかには、üe
・問題：音声を聞いて、複合母音を書き取りなさい。
　正 iao 誤 ao、正 ia 誤 a、正 i（o）u 誤 ou
・問題：音声を聞いて、聞いた複合母音に○をつけなさい。
　正 běi 誤 bǎi、正 qi（o）ú 誤 qiáo、正 huái 誤 hái
・問題：音声を聞いて、ピンインを書き取りなさい。
　正 huǒ 誤 hǒ、正 kuài 誤 kài、正 gǒu 誤 gǒ/gǔ、正 li（o）ù 誤 liào
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類がある。主母音＋韻尾の ai、ei、ao、ou と、介音＋主母音の ia、ie、ua、uo、
üe と、介音＋主母音＋韻尾の iao、iou、uai、uei である３）。主母音に気を取ら
れて介音や韻尾を漏れたり間違えたりしやすい。誤解答で抜けている母音はす
べて介音か韻尾である。また üe と ie の場合、主母音は両者ともに e である上、
介音の ü と i も近似のため、混同されやすい。ei と ai、ou と ao の場合は、前














　正 eng 誤 ong、正 in 誤 ün/ing、正 ing 誤 iong/in
・問題：音声を聞いて、聞いた発音に○をつけなさい。
　正 qián 誤 qiáng、正 quán 誤 qún
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と「案外」の区別で説明されることが多いが、この二つの違いは舌の位置である。
「案内」の an は舌が口内の上につくが、「案外」の ang は舌がどこにもつかない。
前後鼻音を言い分けるとき、後続の文字を「内」か「外」で発声するつもりで
舌を準備しておくのが一つの手である。
-n と -ng を区別できたら、次に主母音を正しく発声しないといけない。an と
ang は綴り上、同じ主母音の a であるが、実際の音は違う。an の場合、a は単
母音のときと違い、口の形を横に広げて発音する必要がある。それに比べ、













　 正（j）ǔ 誤（zh）ǔ、正（zh）ī 誤（j）ī、正（b）ó 誤（p）ó、正（r）ù 誤（l）ù
・問題：音声を聞いて、ピンインを書き取りなさい。
　正 cù 誤 tù、正 hē 誤 fē、正 qì 誤 chì、正 l  誤 rì、正 xuě 誤 shuě
・問題：音声を聞いて、聞いた発音に○をつけなさい。

















（2）無気音 b、d、j、z、g と有気音 p、t、q、c、k の混同
これらの子音について、日本語の場合は、清濁の違いしかないが、中国語の
場合は、清音同士を有気か無気で区別する必要がある。網かけの b、d、j、z、
g といった 5 つの子音は、日本語では濁音で発音するが、中国語では清音かつ
無気で発音しなければならない。日本語の促音「っ」の入った単語の発音と同
日本語
の仮名 わ行 ら行 や行 ま行 は行 な行 た行 さ行 か行
w（わ） l（ら）* y（や） m（ま）h（は） n（な） t（た） s（さ） k（か）









の違いを体感すれば、無気音 b と有気音 p の区別もわかりやすくなる。





（4）f と h、l と r の混同
























介されたのは、『A 是 B』（A は B である）といった、主語と目的語の名詞をイコー
ルでつなぐ働きである（相原等 1996）。実際の教育現場でも、「是」の意味につ













































①「～には～がある / いる」は「有」、「～は～にある / いる」は「在」。
② 構文が違う。「有」は「場所＋有＋非特定の人 / もの」、「在」は「特定の



























c. ← e. 钱在 里？（お金はどこにある？）
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